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来
年
は
、
夏
目
漱
石
没
後
百
年
、
そ
の
翌
年
は
生
誕
百
五
十
年
に
あ
た
る
。 

 
 

 

出
版
界
を
は
じ
め
、
漱
石
が
一
大
ブ
ー
ム
に
な
る
（
メ
デ
ィ
ア
が
ブ
ー
ム
を
創
り
出

す
）
予
感
が
す
る
。
先
日
、
全
国
の
文
学
館
や
図
書
館
の
現
代
作
家
展
示
に
つ
い
て
調

べ
て
い
た
ら
、
偶
然
「
漱
石
没
後
九
十
九
年
」
と
い
う
企
画
を
実
施
し
て
い
る
北
九
州

市
の
館
を
発
見
し
、
そ
の
出
足
の
よ
さ
に
少
々
驚
い
た
。
つ
い
で
に
調
べ
る
と
、
熊
本

で
は
、
既
に
県
全
体
が
来
年
に
向
け
て
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。

関
係
す
る
地
元
は
、
地
域
創
生
の
一
環
と
し
て
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

  

私
は
、
実
は
高
校
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
漱
石
の
熱
心
な
「
信
者
」
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
専
門
の
研
究
者
で
は
な
い
の
で
学
問
的
に
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
人
に
は
話
さ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
が
、
勤
務
し
て
い
た
高
校
の
生
徒
た
ち

に
は
よ
く
語
り
か
け
た
、
と
い
う
よ
り
も
、
集
会
等
で
は
漱
石
の
話
し
か
し
な
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。 

 

最
後
の
卒
業
式
の
式
辞
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
を
今
で
も
記
憶
し
て
い
る
。 

 

「
こ
の
三
年
間
、
式
典
や
集
会
の
た
び
に
、
諸
君
に
は
意
識
的
に
夏
目
漱
石
の
話
を

し
て
き
た
。
何
故
な
ら
ば
、
西
洋
文
明
が
怒
濤
の
勢
い
で
押
し
寄
せ
た
明
治
の
時
代
に
、

外
圧
に
流
さ
れ
な
い
内
発
的
開
化
を
主
張
し
た
漱
石
の
生
き
方
や
世
界
観
が
、
今
の
時

代
で
も
本
質
を
突
い
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
の
絶
え
な
い

現
実
社
会
や
、
自
国
の
権
利
の
み
を
主
張
し
合
い
諍
い
の
絶
え
な
い
今
の
国
際
社
会
を

見
て
も
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
超
克
を
テ
ー
マ
に
し
た
漱
石
の
作
品
は
、
極
め
て
現

代
的
で
あ
り
、
ま
た
永
遠
の
テ
ー
マ
を
含
む
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
」 

 

漱
石
の
作
品
や
日
記
に
は
、
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
が
随
所
に
あ
る
。
私
は
勝

手
に
、
そ
の
言
葉
を
師
の
言
葉
の
よ
う
に
何
度
も
心
に
浮
か
べ
、
こ
れ
ま
で
何
と
か
生

き
て
き
た
よ
う
に
も
思
っ
て
い
る
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
中
で
は
、
漱
石
は

「
恩
師
」
で
あ
る
。 

 

「
牛
に
な
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
」
（
芥
川
龍
之
介
宛
の
書
簡
）
。 

 

「
私
は
今
よ
り
一
層
淋
し
い
未
来
の
私
を
我
慢
す
る
代
わ
り
に
、
淋
し
い
今
の
私
を

我
慢
し
た
い
の
で
す
」
（
『
こ
こ
ろ
』
）
。 

 

「
昔
か
ら
、
何
か
成
し
遂
げ
よ
う
と
思
え
ば
大
概
は
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
る
も
の
で
す
、

君
は
、
自
分
だ
け
が
独
り
ぼ
っ
ち
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
僕
も
独
り
ぼ
っ
ち
で

す
、
独
り
ぼ
っ
ち
は
崇
高
な
も
の
で
す
」
（
『
野
分
』
）
。 

 
若
き
日
々
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
何
度
も
励
ま
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
今
で

も
。 

 

是
非
来
年
は
、
漱
石
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
月
別
に
テ
ー
マ
を
変
え
、
漱
石
を

通
し
て
我
が
国
の
近
現
代
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
我
が
国
の
将

来
へ
の
、
何
ら
か
の
希
望
が
見
え
て
き
そ
う
な
気
も
す
る
。
企
画
を
考
え
る
の
が
、
今

か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。 

 
 

漱
石
没
後
百
年 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

秋
田
県
立
図
書
館
長 

高
橋 

貢 
 

 

（
県
立
図
書
館
所
蔵
の
夏
目
漱
石
関
連
資
料
の
一
部
） 



３ 学校図書館職員等研修会 
 学校図書館や図書委員会活動の活性化を目的とした 

 研修会を、担当教職員や図書委員の生徒を対象とし 

 て、県立図書館で毎年１回開催しています。     

                    今年は「事例                                                                               

                                 から学ぶ学校図 

                 書館の課題と改 

                                 善策」と題して 

                     講義を行い、参 

                    加校の学校図書 

                                 館の写真を見な 

                                 がら、工夫して 

                                 いる点の紹介や 

                 課題になってい 

 る点の改善策の提案をしました。また、後半は「効 

 果的な展示方法」や「貸出冊数を伸ばすための工夫」 

 等について情報交換が行われ、他の学校の活動を知   

 る貴重な時間となりました。       

                  

 

４ ライブラリー＋1研修 
 小中学校の図書館に対しては、市町村を通して資料 

 の貸出を行っておりますが、市町村が開催する学校 

 図書館、図書館ボランティア等向けの研修に県立図 

 書館職員を講師として派遣しています。 

                                  今年度は「館 

                                 内展示のワーク 

                                 ショップ」「学 

                                 校図書館ビフォ 

                                 ー・アフター」 

                                 「学校図書館活 

                                 性化のためのワ 

                 ークショップ」 

                                 等８回の研修に 

                                 講師を派遣し、 

 学校図書館における読書活動の推進を図っています。 

 

１ セット貸出 
                 高等学校や特別 

                 支援学校に対し 

                 て、テーマ毎に 

                                 約30～40冊の本           

                 を１つのコンテ     

                 ナに入れて貸出 

                 しています。人 

                                 気のセットは小 

                 説、料理、趣味、 

                  仕事等です。10 

 月には新たに評論文や農業等５テーマ10セットを加 

 え、５１テーマ１７１セットの中から選べるよう充 

 実を図りましたので、学校図書館の中で展示するだ 

 けでなく、授業で活用することもできます。セット                                                 

 貸出の内容は今後も充実していきます。 

 

 

２ 学校図書館訪問 
                 県立図書館職員 

                 が高等学校や特 

                 別支援学校の図 

                 書館に訪問して、 

                 図書館業務に関 

                 する相談に応じ                                                                                 

                                 ています。 

                  今年度は秋田 

                 高校、秋田南高 

                 校、横手高校、 

 横手城南高校、秋田きらり支援学校の５校を訪問し、 

 図書の整理や展示の仕方等について助言をしました。 

  学校図書館の担当教職員と直接話をすることで、 

 状況に応じた効果的な助言ができます。メールや電 

 話等で細やかな支援ができる体制も整っていますの 

 で、今後も学校図書館の要望に応えていきます。 

 

 

セットの中には看板も入っていて、本
と一緒に並べるだけで展示コーナーが
できるようになっています。 

特
集 

県立図書館は子どもの読書推進のため学校図書館を支援しています 

学校図書館の活性化支援とその取り組み 

県立図書館では、高等学校や特別支援学校図書館への支援として、セット貸出や学校図書館訪問等、様々な
事業を行っています。また、小中学校の学校図書館に対しては、市町村を経由して資料の貸出や研修会を実
施する等、県全体における学校図書館の活性化を支援しています。今回は、これらの取組についてご紹介し
ます。      

昨年度の情報交換で出された他校の取
組を、今年度の活動に活かしたという
学校もありました。 

実際に学校図書館の書架を見ながら、
担当教職員に具体的なアドバイスを行
います。 

「学校図書館ビフォー・アフター」で
は、古い本を片付け、本の表紙を見せ
る作業等を行いました。 



Ｔｏｐｉｃｓ 
 

～県立図書館の事業やイベントなどの紹介～ 

貴重資料等のデジタル化現在進行中！ 

北日本図書館連盟研究協議会 
「図書館が変わる・地域が変わる」 

10月１日・２日、平成27年度北日本図書館連盟研究

協議会・第39回秋田県図書館大会が県庁第二庁舎で

開催され、北日本地区の図書館職員など約150名が

参加しました。 

                 一日目は、Ｎ 

                ＰＯ地域資料デ 

                ジタル化研究会 

                理事長の小林是 

                綱氏により「図 

                書館が変わる・ 

                地域が変わる― 

                出版不況時代と 

                地方書店の閉店、 

昨年度末より、県立図書館とあきた文学資料館で所

蔵している貴重資料の一部を撮影し、デジタル化す

る作業が進められています。 

                 デジタル化の                         

                対象は、平成26 

                年３月に県の文 

                化財に指定され 

                た『根本通明文 

                庫』をはじめ、 

                秋田魁新報の社 

                長を勤めた安藤 

                和風のコレクシ 

                ョンである『時

雨庵文庫』、郷土人の遺墨や書画、文学資料館が所

蔵する郷土人作家の直筆原稿等、バラエティに富ん

だものとなっております。 

 貴重資料の中には、長い時間の経過により劣化が

進み、閲覧が難しくなってきているものもあります。

そのような資料も、デジタル化することで再び利用

することが容易になり、また後世に現在のままの姿

を伝えて行くことが可能になります。何百年も前の

資料でも、気軽に閲覧でき、より身近に感じられる

よう努めてまいります。 

小林是綱氏には、これまでの図書館での
勤務経験も踏まえて多角的な視点で図書
館の役割についてご講演いただきました。 

デジタル化に当たっては、専用の機材
を用いて１コマずつ撮影しています。 

公共図書館はどうする？―」と題した基調講演が行

われました。現在の出版状況の変化も交え、図書館

に求められる役割についてご講演いただきました。 

 続く事例発表では、はじめに新潟市立中央図書館 

係長の祖父江陽子氏から、ビジネス支援や行政職員 

への支援等、現在図書館に必要とされているサービ

スについてお話しいただきました。 

                 県内からは、 

                子どもが本に親                              

                しむ環境整備の 

                取組が盛んな東 

                成瀬村なるせ児 

                童館長の谷藤ユ 

                ミ子氏から村の  

                様々な施策につ 

                いてご報告いた  

                だきました。                 

 最後に、一関市立一関図書館副館長の伊藤清彦氏                                                                                                                                                

から、書店での長年のご経験を踏まえて、本の見せ

方や選び方について、出版社や書店との違いも含め

てお話しいただきました。会場からは多くの質問が 

出され、参加者の関心の高さが窺えました。 

                 二日目は基調 

                講演講師と事例 

                発表者らによる 

                パネルディスカ 

                ッションが行わ 

                れ、住民の課題 

                を解決するため 

                のサービスのあ                

                り方や、関係機 

                関と連携した事

業の展開等について意見交換が行われました。前日

の事例発表に対する質問が多く寄せられるとともに、

参加者からも日頃の取組について発言があり、前日

の講演や発表の内容がより深まる時間となりました。 

 その他、事業説明として国立国会図書館主任司書

の鈴木昭博氏より、「東日本大震災アーカイブひな

ぎく」の取組について紹介されました。  

 北海道と東北六県の関係者が集い、現在の図書館

が直面する課題と今後の方策について積極的な協議

が行われ、有意義な二日間となりました。 

東成瀬村の事例発表では、様々な機関
と連携した村ぐるみでの子どもの読書
環境整備について報告がなされました。 

パネルディスカッションでは、前日の
事例発表の補足も交えながら、意見交
換が行われました。 



                秋田県は平成27                                      

                年度の主要課題                               

                               として「地方創                        

                               生」を掲げてい 

                               ます。県立図書                      

                               館は６月からこ                         

                               の課題を取り上                        

                               げ「雇用創出の                        

ための産業振興」、「移住・定住対策」、「少子

化対策」、「新たな地域社会の形成」に関する資

料を集め、２階閲覧室ビジネス支援コーナー隣に

新設しました。               

                交換展示とは、                                           

                図書館の所蔵資                                                                                                       

                               料や自治体のポ                                                                     

                               スター、パンフ 

                               レットを交換し  

                               て、お互いの都  

                               道府県を紹介し                                                                

                合い、観光に結                      

び付ける取組です。                                                                      

 今年度は６月に高知県立図書館と実施しました。

高知では「秋田さ、来てけれ～！」と題して、秋

田県の観光ポスターやなまはげの面等を展示しま

した。当館では、エントランスホールで高知県の

観光ポスターの展示と観光パンフレットの提供を

しました。また閲覧室では「高知へ来んかえ？～

高知県観光資料展～」と題して、観光ガイド、出

身者の伝記等を展示・貸出しました。 
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Ｎｅｗｓ ～県立図書館 からの最新情報～ 

地方創生コーナーを新設 

  

Ｅｖｅｎｔ ～イベント・ 催し物のお知らせ～ 

 ■秋田を学ぶ講座シリーズⅦ 

  「秋田の文学について語る」  

 【日時】 10月31日（土）13:30～15:00 

 【会場】 県立図書館３階「多目的ホール」 

 【講師】 秋田大学教育文化学部准教授 山﨑義光  

 【定員】 60名（参加無料） 

 

 ■平成27年度「秋田県読書フェスタ」  

 【期間】 10月24日（土）～11月３日（火・祝） 

 ※期間中、県内の図書館等で読書に関するイベントが開催されます。 

 【県立図書館の開催イベント（申し込み不要）】 

  10月31日（土） 

   15:30～16:30 プロムナードコンサート 

  11月１日（日） 

   12:00～12:45 プロムナードコンサート 

   13:30～15:30 おはなしタイム 

   15:30～16:00 ギャラリートーク 

     

 ■秋田を学ぶ講座シリーズⅦ 

  音楽セミナー「歌とことば」～自然への思い～  

 【日時】 12月12日（土）13:30～15:00 

 【会場】 秋田県生涯学習センター３階「講堂」  

 【講師】 秋田大学名誉教授 佐々木久春 

      二期会会員 土崎宏人 

 【定員】 100名（参加無料）   

これからの休館日 

 11月４日（水） 

 11月９日（月）～15日（日）（特別整理期間） 

 12月２日（水） 

 12月28日（月）～１月３日（日） 

 １月６日（水）、２月３日（水）、３月２日（水） 

  ※休館日に図書や雑誌を返却する際は、正面入口横にある 

    ブックポストを御利用ください。 

閲覧室での展示の様子。貴重な土佐和紙
や民芸品を高知県内名所・名物の写真も
交えて紹介しました。 

高知県立図書館との観光情報交換展示 

関連した新聞記事の掲示や、ご自由にお
持ち帰りいただけるパンフレットの設置を
行うなど、幅広く情報提供を行っています。 


